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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
ド
レ

ス
を
披
露
す
る
卒
業
生
ら 

 

金
沢
の
町
と
川
を
考
え
る 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
文
化
財
学
科
の
公
開
講
座

「
川
と
と
も
に
生
き
る
」
は
二

月
二
十
五
日
、
石
川
県
立
美
術

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
東
四
柳

史
明
教
授
ら
同
科
教
員
五
人
が

パ
ネ
リ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー 

金
沢
学
院
東
高
校
の
第
五
十
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
は
三

月
一
日
、
金
沢
市
観
光
会
館
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
二
百
三
十

七
人
が
輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
今
回
の
卒
業
式
で
、
昭
和
二
十
七
年
に
金
沢
女
子
短
期

大
学
高
校
と
し
て
開
校
し
て
以
来
、
累
計
の
卒
業
生
数
が
ち

ょ
う
ど
二
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
美
術
文
化
コ

ー
ス
の
卒
業
制
作
展
も
開
か
れ
、式
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。 

石
田
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
卒
業
生
総

代
の
梶
川
健
太
君
＝
金
沢
市
観
光
会
館 

 

 

第一印象を良くしよう 

東
高
校
卒
業
式 

卒
業
生
２
万
人
に 

答辞を読む中森さん 

培
っ
た
感
性
を
形
に 

短
大 

生
活
デ
ザ
イ
ン
専
攻
が
卒
業
研
究
展 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
生
活
文

化
学
科
生
活
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の

第
五
回
卒
業
研
究
展
は
二
月
十

八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
金
沢

市
観
光
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
年
間
に
培
っ
た
感
性
で 

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
研
究

の
成
果
を
発
表
し
、
来
訪
者
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

 

十
九
日
に
二
回
行
わ
れ
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
普

段
着
や
ド
レ
ス
な
ど
約
三
十
点

を
披
露
し
ま
し
た
。
一
年
生
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
発
表
会
を
支

え
ま
し
た
。 

石
田
校
長
式
辞
（
抜
粋
） 

 

人
生
の
大
き
な
節
目
に
二
つ

の
こ
と
を
話
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
「
誠
実
に
生
き
、
人
か

ら
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
、
二
つ
目
は
「
人
々
の

幸
せ
に
役
立
つ
生
き
方
が
で
き

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
く

だ
さ
い
。 

飛
田
理
事
長
告
辞
（
抜
粋
） 
 

見
た
目
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
自
分
が
周
り
に
ど
う
見
ら

れ
て
い
る
か
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
た
っ
た
の
十

五
秒
で
第
一
印
象
が
決
ま
る
。

悪
い
印
象
を
変
え
る
に
は
気
が

遠
く
な
る
ほ
ど
の
時
間
と
労
力

が
要
る
。
第
一
印
象
か
ら
良
い

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
ほ
し
い
。 

 

各
ク
ラ
ス
の
担
任
が
卒
業
生

の
名
前
を
読
み
上
げ
、
総
代
の

梶
川
健
太
君
が
石
田
毅
士
郎
校

長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
石
田
校
長
の
式
辞
に

続
き
、
飛
田
秀
一
学
校
法
人
金

沢
学
院
理
事
長
が
告
辞
で
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

斉
藤
千
佳
子
同
窓
会
長
の
祝

辞
と
、
在
校
生
代
表
の
中
村
祥

宏
君
の
送
辞
に
こ
た
え
て
、
卒

業
生
総
代
の
中
森
早
希
さ
ん
が

「
伝
統
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
し
、
東

高
校
を
飛
躍
さ
せ
て
ほ
し
い
」 

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

式
で
は
、
校
長
褒
賞
と
し
て

三
カ
年
皆
勤
賞
十
四
人
（
代

表
・
薮
田
敬
悟
君
）
教
科
外
活

動
特
別
功
労
賞
・
功
労
賞
・
努

力
賞
の
計
二
十
六
人
（
代
表
・

多
嶋
遼
君
）
と
日
本
私
立
中
学 

高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞
の
河

﨑
春
佳
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

を
務
め
、
古

代
か
ら
中
世

近
世
、
近
代

ま
で
各
専
門

分
野
か
ら
、

金
沢
の
町
と

犀
川
、
浅
野

川
の
か
か
わ

り
を
分
析
し

ま
し
た
＝
写

真
上
＝
。 

 

初
め
て
能
を
披
露 

 

金
沢
学
院
大
学
能
楽
部
の
第

十
回
自
演
会
は
二
月
二
十
五

日
、
四
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、

部
員
十
一
人
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
半
能
の
「
祇
王
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

 
能「祇王」を舞う学生 

＝４号館講堂  

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
展
示

＝
金
沢
市
観
光
会
館 

 


